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ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「X ス ト セ レシ ョ ン 優 」 は 
北海 道 か ら 沖縄 まで 厳選 し た 
122 軒 の お 宿 よ りお 選び いた だ き 
お ふた り 様 で ご 宿泊 で きる 一 泊 二 日 の ギフ ト 券 で す 。 


有効 期 限 は ギフト 券 発 行 日 の 翌日 より 2 年 間 と な り ま す 。 
発行 日 お よび 有効 枯 限 は ベス ト セレ クシ ョ ン 優 ギフ ト 券 表面 を ご 確認 
くだ さい 。 

ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 ベ スト セレ クシ ョ ン 優 」 は 本 冊子 「 利 用 の ご 案 
内 」 に 記載 され て いる ベス ト セレ クシ ョ ン 優 専用 プラ ン の ご 利 用 の み 
[は シマ コッ トマ さ ゴ アメ ジェ 2 エル シャ アコ 
め ご 予約 くだ さい - (2 ペー ジ を ご 参照 くだ さい -) 
予約 の な い 「 ペ スト セレ クシ ョ ン 優 ギフ ト 券 ] を 直 技 宿泊 施設 へ ど ご 持参 
され て も ご 宿泊 は で きま せん 。 

$ 当 該 客室 が 満室 の 場合 、 ご 希望 に そえ な い 場合 が ご ざい ます 。 

で お 食事 は 、 旅 館 - ホ テル に より . 朝 食 付 と 朝食 付 が ど ざい ます 。 詳 し く 
に て ラン そ a て る 1 

現金 と の お 引換 え 、 他 の ギフ ト 券 また は 他 の 金 種 へ の 交換 は で きま せ 


ペア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 ベ スト セレ クシ 


優 ] の ご 案内 


人 次 難 、 紛 失 また は 焼 矢 ・ 破 損 : 減 失 等 に 関し て は 、 当 社 は その 責任 を 負 
いま せん 。 

お 中 込み 後 、 お 客 様 の ご 家 合 で ご 宿泊 を 取消 され る 場合 、 ま た は 宿泊 日. 宿 
油 作 設 の 変更 を ご 希望 され る 場合 、 有 効 枯 限 内 (宿泊 日 基準 ) に 限り 、 宿 泊 
予約 を 取り 折っ た 店 舗 の み で ご 対応 させ て いた だ きま す 。 た だ し 、 取 消 笠 の 
か る 時 期 に お きま し て は 、 規 定 の 取消 料 を 別 衝 ど 精算 いた だ きま す 。 

も 6 ペー ジ の 「 ど 利用 の ご 案内 」、129・130 ペ ー ジ の [ご 旅行 条件 書 」 

、 詳 し い ご 案内 が ご ざい ます - お 申し 込み いた だ く 前 に 、 該 当 する 旅 
ホテ ル の ペー ジ と あわ せ て 必ず お 読み くだ さい - 

人 「 ご 利用 の ご 案内 ] は 2022 年 2 月 現在 の 情報 に 基づい て 作成 され て 
お り 、 記 載 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 が ご ざい ます 。 

人 「 ご 利用 の ご 案内 」 に 記載 され た プラ ン の 設定 期間 は 2023 年 3 月 
31 日 宿泊 まで で す . 2023 年 4 月 1 日 以降 の ご 宿泊 に つき まし て は 、 
2023 年 1 月 罰 降 に ホー ムペ ー ジ に て と 確 認 いた だ く か 、 ベ スト セレ ク 


ん . また. 返金 また は 約 銘 は ど ざい ませ ん 。 
に 


ショ ン 予 約 デス ク ま た は お 近く の 店 舗 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 d 


ご 宿泊 ギフ ト 券 「 和 A ス ト セ レシ ョ ン 僕 」 の ご 利用 方 法 


ベス ト セ レク ショ ン 優 
ギフ ト 虹 


ご 来店 に て ご 予約 の 場合 


[ご 利用 の ご 寄 内 」 記載 の 交 泊 施設 より 、 ご 希望 の 旅館 ・ ホ テル を お 選び くだ さい 。 (事前 に ギフ ト 基 面 記載 の 有 交 期限 を お 確か めく だ さい ) 


ベス ト セ レク ショ ン 巴 約 デス ク 人 0570-064-783 
画業 時 間 / 1 0:00-17:O0 月 多紀 日 $ 二 日 年 年 (12/28ー1/5) 休業 を | 電話 は ご 利 用 で きま せん 。 
オペ レー ター に ご 希望 の の 宿泊 施設 宿泊 日 @ 氏 名 住所 @ 電 話 番号 
@ 種 類 「 優 ] ま た は 「 極 」 人 ギフト 基 番 号 人 有効 本 限 (ギフ ト 甘 村 面 に 記載 ) を お 伝え くだ さい 。 ヽ 9 1 
ご 芋 の 泊 の 10 前 まで に ど 予 約 く だ さい , (この 叶 点 で は 人 予約 と な り ま す ) 近畿 日 本 ツー リス ト 
グル ー プ で 予約 


ギフ ト 券 の ご 郵送 < 

予後 す みや か に 「 ペ スト セレ クシ ョ ン 侵 ギフト 苦 」 を 専用 計 間 に て ご 送付 くだ さい 。 に 20 

※ 上 記 ギ フト 共 着 後 、 正 式 予 約 と な り ます 5 
mm ギン ト 夫 を お 侍 ち に な り 、 ご 希 衣 の 


ご 返送 大. 宿泊 日 を お 伝え くだ さい 
(人 5 レタ シ ュ ン デス ク より ご 宿泊 の 10 昌 M に を り まし た ら 「 呈 昌和 表 を お 送り ませ て 係員 より [明日 家 」 を お 渡し し ます . 


「 投 日 程 家 」 を チェ ッ ク イン 時 に 奏 泊 施設 に お 渡し くだ さい 。 *※\「 ペ スト セレ クシ ョ ン 便 ギフ ト 益 を 直 失 宿 池 設 へ ご 持参 され て も 宿泊 は で きま せん 


= 骨 へ に て ご 予約 され る 場合 は 、 上記 を 和 析 くだ さい 。 


| ョ ルウ / ツー リス トグル ー プ 店 舗 の 一 例 
90 を 


E 遇 Wes 。 muzrdwey 区 - 硬 ラン フロ ント 大 了 相 rm.0e caso 127| 2 
下草 有 町 詩 rmr03.3216.5921 [ 記 証 所 店 mL082.221.6111 て いた だ きま す よ うお 願い mW レ 上 げ ま す 。 
UP: 二 YYIE 症 画 昌和 と 0 ん た の | ウタ 7 の 0 り 議 電 ロ E 汗 https:/tempo.knt co_jp/ 
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ペスト セレ ワシ ョ 


優 ご 利用 の 案内 


邊 日] 2022 年 4 月 1 日 一 2023 年 3 月 31 日 

ホテ ル に より 7B が ど ざい なす 用 ・ ホ テル の 取 2 を ご く だ さい 

還 お 中 し 込み に つい て 
最小 人員 2 名 1 宣 に つき お と な 2 名 欄 で お 中 し 込み くだ さい 、 人 し 、 軍 者 設 や 
泊 プ ラン に より 、 お 子 様 が ご 利用 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 ま た 宿泊 施設 に よ 
りー 部 ご 宿泊 いた だ け な い 設 定 散 外 日 が ど ざ いま す 。 

Mt に 人 まれ る も の 
旅行 人 会 に は 和泊 寺 (1 治 に つき 人 人 人 な 一 部) 和議 泊 拉 の 対 
低 と な る 導 和 の 区 浴 も 人 お )* お も て な し が 含ま れ て お り ま す = 

天 各 宿泊 旅 館 ・ ホ テル の お も て な し は 、 お 客 様 の 都合 で ご 利用 に な ら な い 場 合 で も ご 返金 
は いた し ませ ん 。 

一 芝 衆 頁 に つい て 
この 上 で は は 后 行 いた し ませ ん 。 
お 和 欄 に 麻 サ ービス の 供 を 生 ける た め に め 厩 な 日吉 フー ボン 療 を お 反し し 
ます の で 、 放 行 サー ビス の 涯 人民 ける た め の 手続 ま は お 客 様 ご 自 抽 で (っ て 

硬 る お玉 昌 所 に つい て 
提 載 の お 科 理 写真 は 一 世 で サ 。 軍 や 人 各 に より 、 拉 理由 が 世 な る 湯 が ご 
ざい ます 。 会: ホ テル に より 革 全 と させ で いた だ いて いる 場合 が ご ざい 
ます お 久志 が お 部 情 人 の 垢 、 お 中 し 込み 修 和 に より 食 所 が レス トラ 
ン ・ 広 開 生 に 変更 に な る 場合 が あり ます 。 年 末年 好 次 間 は 、 掲 載 され て いる 料理 内 宇 と 
な り 、 寺 用 メニ ュー と な る 引 ち が ど ざいます 。 

還 客 室 に つい て 
お た は 和 ご 和央 の 上 げ ド げ は セル フリ ービス と な る 富 が ござ いま り 。 

男 お 出戸 に つい て 

仙人 ホ テル の お 同日 は 、24 時 間 入 可能 な 同 で も 湯 時 間 還 体 時 間 

は 入 治 で きま せん 。 ま た 、 貨 切 曲 呂 の ご 利用 で ご 利用 状況 に より ご 希望 の 時 間 に 活 えな 

い 場 合 お よび お 所 り する 興 合 が ご ざい ます 。 


京 計 や ブル ー プ で 
人 用 で きる 依 切 恒 器 
(人 放 了 が あり ます 。 


選 朱 を 使っ た 
大 電 が 
お り ます 


紗 
革 ルー ム 
リウ エス ト 避 能 


還 詳 


人 業 と な り ます | 


硬 天 出所 が あり ます 。 
(に 
還 が あり ます 


al 


ドミ ウイ 


PX 


Mg となり ます | 


( 埋 スペ ー ス が ある 舌 合 も ご ざい ます 。) 


人 フロ ー ト で 手 攻 に よる 中 が で きま 
(に より 対応 の 還 合 も ご ざい まず) 


導 設 の 部 合 で 、 男 性 太白 に 女性 モデ ル な 入 治 させ る ポジ (写真) を 使う 昌 合 が あり ます 。 
また 、 婦 性 モデ ル が 旨 影 時 に タオ ル を 千 い で 入 治す る 則 合 が ありま す が 、 実 際 の ご 和 洛 
に は タオ ル の ご 使用 は お 近 え くだ さい 。 

旅人 ホ テル の 前 で 、 相 本 に 男性 用 - 婦 性 用 を 入れ 替え る 場 全 が あります 。 

馬 和 内 和 [用 色 大 | 震 に つい て 
玉 庄 代 も 、 マ ッ サー ジ 代 、 コ ン パ バー オン 備 など 立替 例 に お た る も の に は 、 ご 利用 いた だ け ま 
せん 。 ご 利用 に な ら な か っ た 利用 半 の 返金 また は 的 紙 は ど ざ いま せん 。 

厨 お も て な し に つい て 
判 に 記 畔 の な い 場 名和 人 時 ホテ ル の フロ ント に て お 肖 し と な り ます 。 

導 本 朋子 [ご 利用 の ご 楽 内 ] に 記載 され て いる お も て な し の 内容 電 が ご 提供 され な い 同 
は 瘍 泊 少 委 ホテ ル に 中 し 出 て くだ さい 。 

要衝 設 に つい て 
当り パンフレット に 記載 の 人 設営 営業 昌和 全会 糧 は 予告 な く 変更 と な る 則 
全 が ご ざい ます 。 ま た 、 状 況 に より 休業 と な る 場合 が あり ます 詳し く は 係 軸 に お 舌 い 人 
わせ くだ さい 。 

太平 * 休 日 人 前日 に つい て 
前 に 所 晶 人 の 前 日 お よび 土曜 

休日 以外 の 昌志 日 お よび 日 - 拓 休日 
人 和信 外 の 月 一 会 


人 ペー ジ に 提 載 され て いる 中 見 設 や 和夫 の 情報 は 、 写 時間 、 人 所 内 
、 入 治 和 所. 時 間 、 プ ー ル 人 業 . 時 間 居 凶 . 間 な 予告 変更 と な っ た り 、 サ ー 
ビス の 昌 拓 が や 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 

jet 上 ホテル ※ 各 邊 チェ ッ ク イ ン くだ さい 。 
柱 泊 了 館 ・ ホ テル 出発 名 自 チェ ッ フ ア ウト くだ さい 。 


= に よって 容 か と り ます 。 ネ と 拓く だ 
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了 N6 内 
廊 B の み 利 用 で きる 
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画 旅 行 で あり 、 こ の 旅行 参加 され る お 客 様 は 当社 と 茶 企 宮 信行 約 を 理 寺 す る 
こと に な り ま す - 婦 . 在 約 の 内容 ・ 生 件 は 、 和 人 広告 (パンフ レッ ト 等 ) の 各 コー ズ ご と に 
記載 され て いる 系 件 の ほか 、 下 記 計 件 、 時 行程 表 及び 当社 の [旅行 区 捕 ( 和 
時 人 画 旅 和 約 の 部 )] に より ます 。 

2 旅行 の 申し 込み 

(1) 和書 に 所 定 の 事項 を 記入 の うえ 、「 ペ スト セレ フシ ョ ン ギ フト 侍 ] を 笑え て お 中 し 込 
みい た だ さき ます 。 ま た お 客 禁 が 放 行 の 参加 に 押し 特別 な 配 箇 を 要 と する 場合 に 
は 、 お 中 し 込み の と き に お 申し 出 く だ さい - 可 能 な 回 内 で 当社 は これ に 応じ ます 。 

(3) 旅 行 氏 合 の 必用 旅行 代 金 は 、 各 コー ス と も 2 名 末 1 室 利 用 の 2 名 様 分 の 仙 額 
100.000H(83 汐 ) と な り ま す 。 
イン ター ネッ ト そ の 他 の 過信 手 呈 に よる お 申し 込み 

『 で は 下 約 は 成立 し て お ら ず 、 当 社 が 予約 の 須 四 
と 過 知 し た 翌日 か ら 蝶 人 し て 3 日 以内 に 申込 書 と 「 ベ スト セレ フシ ョ ン ギ フト 姜 ] を 理 出 
し て いた だ きま す 。 

(4) 15 朋 湯 の 方 の ご 参加 は 保護 者 の 同行 を 失 件 と し ます - (但し 一 前 の コー ス を 対 き 
ます 。) 15 放 以上 20 枯 未 江 の 方 の ご 苦 加 は 、 区 は 理 才 の 同書 が 愉 で す 。 
(5) お 客 様 の 状況 に よっ て は 、 当 初 の 皇 相 内 谷 に 含ま れ て いな い 特別 な 配 加 . 措 四 が 必 
要 に な る 可能 性 が あり ます - 詳 細 け 、 [国内 曹 画 洒 伯 害 ] の 「3. 中 条件 
大 認 の うえ 、 特 別 な 配下 指 置 が 必要 と な る 可能 性 が ある は 、 ご 邊 談 さ せ て いた 

だ きま す の で 、 め ず お 申し 出 く だ さい 。 

3 和 約 の 成立 先 約 半面 の 交付 

1) 募集 画 旅行 約 は 、 当 社 が 邊 約 の 当 結 を 湊 し 前 項 の 中 込 交 を 受 調 し た と き に 
成立 する も の と し ます 。 

(2) 遂 條 約 は 項 の 現 定 に か か わら ず 、 当 社 が 下 約 の 結 基 話す る 旨 の 選 知 が お 客 
示 に 詳し た 時に 成立 する も の と し ます - 

3) 当社 は 契約 の 成行 日 、 放 行 サー ビス の 内 容 そ の 他 の 旅 箱 太 け 当社 の 豆 
人 に 回 する 事項 な 記 青 し た 春 面 (は! 下 「 故 寺 面 」 と いい ます ) お 居 し いた し ます -( 当 
パン フレ ッ ト ほ この ご 旅人 条件 書 に お いて 、 衝 約 書 下 の 一 部 と いた し ます ) 当社 が 手取 
し を 管理 する 務 を 負う 旅 け サー ビス 生 四 は 、 当 多面 に 記 才 い た し ます 。 

(6) お 中 込み の 前 点 に お いて 、 洒 補 . 洒 席 そ の 他 の 理由 で 旅行 計 の 紀 結 が 直ちに で き 
な い 井 、 当 社 は その 守 明 し 、 お 客 欄 の 汰 褒 得 て 、 お 客 様 が [取消 和 ち ] 状 態 で お 
待ち いた だ ける 央 限 を 償 し 、 予 約 可能 に 向け て 中 力 する こと が あり ます 。 ( 下 
「 ウ ェ イ テ ィ ング 登録 ) と いい ます 。) その 半 、「 中 入 計 [ベス ト セ レク ショ ン ギフ ト 苦 】 の 
理 出 を 中 し 受け よ す 。 当 社 は 予約 が 宮 了 し た 間 合 問 や か に その 操 を 衣 知 し よ すこ の 
間 点 で 姜 約 の 成立 と な り ま す 。 た だ し 、 当 社 が その 予 可 能 適 知 の 前 に お 客 様 か ら 
[ウェ イ テ ィ ング 登録 ] の 上 除 の 中 出 が あっ た 井 、 は お 待ち 需 け る 昭 で に 生 昌 


と し て 予約 が 不可 能 な 井 は 当社 は [ペスト セレ クシ ョ ン ギ フト 等 」 を 怒 選 し ます 。 な 
お 、「 ウ ェ イ テ ィ ング 登録 | は 予約 の 完了 人 証する も の で は あり ませ ん 。 


募集 型 下 画 旅行 条件 書 (全文) を 


に 3P た "の 10)/ 


4 財 信 契約 
当社 六 は 当社 の 和信 企画 人 生 を 当社 を 代理 し て 販売 する 会 社 が 介 者 する クレ ジッ 
トカ ー ド 会 (以下 | 開 社 ] と いい ます 。) の カー ド 全員 (| 会員] と いい ます 。) よ 
所定 の 伝 時 へ の [会 員 ! の 避 な ぐし て の 旅行 人 包 符 の お 立 払 いな 肢 ける こと を 生 
件 に [電話 部 便 ファ クシ ミリ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 前 信 手 店 に よる 申込 み を 村 
ける 電 古 が あり ます 。 (旅行 才 に より 当 硫 了 細 が 出 下 い 場 古 が あり ます 。 ま た 
取 抽 可能 な カー ド の 科 類 も 旅行 者 に より 異な り ま す - 本 定 の 人 に 会 員 の 補 
を いた だ き ク レジ ッ ト カ ー ド で お 支払 いい た だ く 下 約 は 通信 下 約 に は 証 当 せ ず 、 導 示 の 
旅 呈 的 と な り ます 。) 

5 旅行 代 金 の お 払 い 
放 生 代 名 は 旅行 日 の 15 日 前 まで に お 支払 いく だ さい 。 

旅行 代金 に きま れる も の 

人 於 行 生 に 軸 示 し た 選 水 江間 の 導 還 ・ 革 外 ( 重 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ). 
泊 . 事 代 及 び 消 和 語 。 

@ 計 陸中 が 同行 する コー ス で は 、 こ の 他 に 二 明 団体 動 に 要 な の 付 を 含み ま 


計 
上 記 の 語 人 用 は 、 お 客 様 の 尋 全 に より 、 一 部 利 用 され な く て も 私 戻し いた し ませ ん 。 
(三信 まれ な い 2 骨肉 の 用 び 回 人 人 代 用 は 合 み ませ ん ) 
6. お 客 様 か ら の 旅行 約 の 角 (生前) 

お 客 様 は いつ で も 次 に 定め る 到 消 料 ( お 一 人 栓 に つ ) を お 天 払 いた 

約 を 衣 克 する こと が で きま す 、 こ の 理 、 既 に 収受 し て いる 放 行 代入 (ある い は 中 
か ら 所 定 の 取消 料 を 差し 引き 払い 記し いた し ます 。 申込 台 の み で 取消 料 が ま か な え な 
いと き は 、 そ の 倍 台 を 申し 受け ます 。 (な お 、 表 で いう 取消 日 は 、 お 客 寿 が 当社 及び 少 
行人 法 で 規定 され た [ 科 語 所 ( 下 「 当 社 5] と いい ます -。) の それ ぞ れ の 営 日 、 
家内 に 取消 する 旨 を お 申し 出 い た だ いた 時 を 基準 と いま す 。) 

ば) 軍 沼 プラン の み の 取消 (人 泊 の 曲 で も 放 開 始 日 が 時 の 凶 間 な り ま す ) 


」 隊 () 


5 昌 -4E 目 
so 


08 上 8 目 ー 
le 日 13 目 _ の @ 前 日 


0622 109% 
る 
23 和 ) 
また は サ 5 に : 本 
な く 仙 泊 さ れ な か っ た 克 、 錠 参 加 と し て 的 わせ て 頂き お す 。 


人 人 切 航 を 利 用 する 旅行 に つい て は 、 左 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ 
内 に 記載 する 取消 に 償 り ます 

当社 の 吉 任 と な ら な い 台 要 ロ ー ン の 到 提 上 の 事由 に 基づき 、 お 消 に 
な る 電 合 も 上 記 皿 溢 料 だ お 払い た だ だ きま す - 

お 和 様 の ご 如 合 に よる 発 日 お よ げ コ ー ス の 変更 、 層 、 友 等 行 中 の 一 部 
の 玩 更 に つい て も 、 主 価 に 対す る お 到 消 とみ な し 、 取 消 笠 の 対 祖 と な り ま す 。 

お 客 欄 の 頁 

(1 お客 の 導 豆 は 週 矢 に より 当社 が 当 を 宏 っ た と き は 、 当 攻 お 客 畑 は 損 居 を 須 
貸し な け TI ば な り ま せん 。 

(2) お 客 李 は 、 当 社 か ら 提供 され る 情報 を 活用 し 、 お 客 様 の 利和 務 その 他 旅行 
の 円 如 に つい て 理 証 する よう に 田 め な けれ ば な り ホ せん 。 

(3) お客 提 は 、 放 全開 多 後 に 革 和 面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て . 記載 内 
と 異な る も の と 語 因 し た と き (は - 放 本 地 に お いて 連 や か に 当社 . 立 は 旅行 サー ビス 
提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ませ ん 、 

8 御 有 人 
当社 は 、 当 社 の 責任 が 生じ る か 舌 か を 賠 わ ず 、 国 内 邊 筆 画 旅行 約 部 の 和信 

規 和 で 定め る と ころ に より 、 お 客層 が 旅 参 加 中 に 急激 が つ 條 和 な 外来 の 事故 に 
よっ て その 生 、 姓 人 又は 字 太 惣 の 上 に 下っ た 一 定 の 滴 生 に つい て 、 あ ら か じ め 定 
め る 大 の 志 人 人 及び 内 軸 交 を 支払 いま す 。 

9 芝 日 
この 放 行 朱 伯 は 、2022 征 2 月 1 日 現 を 革 準 と し て いま すず 。 

た に. 旅行 代 金 は 2022 年 2 月 1 日 在 の 有効 な 軍規 則 を 共 と し て いま す 。 


LCTCTOTSET3 

() 折 日 ツ ー リ スト 析 式 会 ( 下 [ 当 社 ]) お よび ご 記 行 を お 中 込み いた だ いた 用 
半 名 (D! 下 上 直 ]) は 、 旅 込み の 隔 に ご 机 い た だ いた 個人 情報 に つい て 、 お 客 欄 ど 
の 和 や 軍 ・ 下 泊 関 到 の 本 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 の な 和田 内 に お い 
て 当主 に 間 全 V に し ます 。 

(の 当 H、 当 層 の グル ー プ 正 革 和 、 馬 吉 お よび 当社 が 沖 す る 在 芋 が B り 所 全品 、 サ ービス 
に 関す る 情報 を お 洛 欄 に 肖 供 させ て いた だ く こ と が あお り ます 。 

(上記 の ほか 、 六 社 の 回 人 情報 の 是 り 私 い に 関 する 方 計 に つい て は 、 当 社 の 中 編 吉 た は ホー ム 
ペー ジ で ご 寺 認 くだ さい 。 

(9 は お 客 本 の お 泊 条 の 電 折 の だめ.DFS( 免 税 ) に 人 上 人 データ を 電子 叶 革 で 誠人 
する こと に よっ て 要 供 いた し ます お客様 の ご 人 所 ・ ご 利用 衝 の 詳 情 報 に つい て は 近代 
し て いま せん の で 、 ご 利用 当日 に ギャラリア 視 纏 DYDFS に お 竹 し 出 く だ さい 。 な お 、 こ れ ら 
の 錯 へ の 外人 デー タ の 衝 條 の 全 上 大 記さ れる 電 は 、 下記 の お 癌 い 合わ せ 記 口 まで 
お 中 し HH くだ さい 


Be" ホテ ル 夢 に お いて 、 お 客 が 如 * 和 理 ・ そ の 他 の サー ビス 音 を 追加 され た 間 は | 
し て 洒 の 結 科 が 涯 せら れ ま すずの で ご 了 尺 くだ さい 。 


旅行 企 画 * 実 施 
近畿 日 本 ツー リス ト 株 式 会 社 


な T 胡 205 う 人 95 一 和田 計時 正人 


ド ツ ー リ スト の 


葵 | 忌 " 快 軸 


36005 RW 区 94 し 85 守 ンタ ー) 
の 和美 公 対策 を 講じ で いる 奏上 設 
@ormgem ご 
コ 新しい 旅 の エチ ケッ ト 
情 塊 検 手 の ご 案内 旅行 業務 取 雪 1 j と は 、 お 客 様 の | 
人 時 AU 時 で mL 
か ひ ょ 9 一 人 の 協力 が 、 み ん な の 楽し い 旅 を 守 9 ま す 。 
ERRDRRRSIRECCERSsssoSEEooog 人 
[ 革 蘭 CR 0 
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所 経 選 放 "ツー" ノズル 
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